
『
新
し
く
な
っ
た
公
益

法
人
制
度
』

公
益
法
人
の
新
制
度
が
こ
の
十
二

月
よ
り
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

□
新
し
く
生
ま
れ
た
公
益
法
人
三
法

新
し
い
公
益
法
人
の
柱
と
な
る
の
が
、

①
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法

人
に
関
す
る
法
律
（
一
般
法
）

②
公
益
社
団
法
人
及
び
公
益
財
団
法

人
の
認
定
等
に
関
す
る
法
律
（
認
定

法
）
③
①
及
び
②
の
施
行
に
伴
う
関

係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律

（
整
備
法
）
の
三
つ
で
す
。
こ
の
法

律
に
よ
り
、
非
営
利
団
体
設
立
の
際

は
、
官
庁
の
影
響
力
を
排
し
、
公
益

性
の
有
無
や
目
的
に
か
か
わ
ら
ず
、

準
則
主
義
（
登
記
）
で
簡
便
に
法
人

格
が
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
法
人
が
、
「
一
般
社

団
法
人
」
「
一
般
財
団
法
人
」
で
す
。

ま
た
、
そ
れ
ら
の
中
で
、
公
益
認

定
の
申
請
を
し
て
、
公
益
性
が
あ
る

と
判
断
さ
れ
た
団
体
だ
け
が
「
公
益

認
定
」
さ
れ
て
、
「
公
益
社
団
法
人
」

「
公
益
財
団
法
人
」
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
法
人
は
、
い
っ
た
ん
、

「
特
例
民
法
法
人
」
と
し
て
存
続
し
、

そ
の
後
五
年
以
内
（
平
成
二
五
年
十

一
月
三
十
日
ま
で
）
に
新
法
人
格
に

移
行
す
る
か
、
解
散
・
合
併
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

□
公
益
法
人
と
一
般
法
人
の
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

両
者
の
違
い
は
、
公
益
認
定
を
受

け
て
い
る
か
否
か
で
、
法
人
の
規
模
、

事
業
内
容
に
よ
っ
て
、
メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
は
異
な
っ
て
く
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

一
般
論
と
し
て
、
公
益
社
団
・
財

団
法
人
は
、
行
政
庁
の
監
督
の
も
と
、

税
制
上
の
優
遇
措
置
を
多
く
受
け
つ

つ
主
に
公
益
目
的
事
業
を
実
施
し
て

い
き
た
い
法
人
が
選
択
す
る
の
に
向

い
て
い
ま
す
。
但
し
、
全
て
に
お
い

て
メ
リ
ッ
ト
ば
か
り
で
は
な
く
、
事

業
や
財
産
の
制
限
を
受
け
る
な
ど
、

規
則
や
規
律
に
縛
ら
れ
ま
す
。

一
方
、
一
般
社
団
・
財
団
法
人
は
、

比
較
的
自
由
な
立
場
で
、
非
営
利
部

門
に
お
い
て
、
可
能
な
範
囲
で
公
益

目
的
事
業
を
含
む
、
様
々
な
事
業
を

実
施
し
て
い
き
た
い
法
人
が
選
択
す

る
の
に
向
い
て
い
る
で
し
ょ
う
。

『
夫
の
愛
人
に
慰
謝
料

を
請
求
で
き
る
か
？
』

Ｑ
、
結
婚
後
十
数
年
に
な
り
ま
す

が
、
夫
が
不
倫
を
続
け
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
子
供
達
の
生
活

の
た
め
に
夫
と
の
離
婚
は
思
い
留
ま
っ

た
の
で
す
が
、
不
倫
相
手
に
慰
謝
料

の
請
求
は
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？

Ａ
、
あ
な
た
は
、
夫
と
離
婚
し
た

か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
例
外
的

な
場
合
を
除
き
、
相
手
方
女
性
に
慰

謝
料
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

条
文
こ
そ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
婚
姻

関
係
に
あ
る
者
は
相
互
に
他
方
配
偶

者
に
対
し
て
、
貞
操
義
務
を
は
じ
め

と
す
る
夫
婦
関
係
を
円
満
に
継
続
す

る
た
め
の
各
種
の
義
務
を
負
っ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
よ
っ
て
、

配
偶
者
の
一
方
が
不
倫
の
関
係
を
持
っ

た
場
合
、
他
方
の
配
偶
者
は
不
倫
行

為
に
よ
っ
て
被
っ
た
精
神
的
な
損
害

の
賠
償
（
慰
謝
料
）
を
、
そ
の
夫
又

は
妻
に
対
し
て
求
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
更
に
ま
た
、
不
倫
行
為
の
相

手
方
に
対
し
て
も
慰
謝
料
の
支
払
を

請
求
で
き
る
の
で
す
。

一
応
の
目
安
と
し
て
、
裁
判
で
認

め
ら
れ
た
慰
謝
料
の
金
額
は
、
五
十

万
円
か
ら
四
百
万
円
ま
で
が
比
較
的

多
く
、
そ
の
中
で
も
二
百
万
円
前
後

が
多
い
よ
う
で
す
。
し
か
し
必
ず
し

も
そ
の
金
額
が
請
求
可
能
だ
と
い
う

こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

慰
謝
料
を
請
求
で
き
な
い
ケ
ー
ス

と
し
て
は
、
①
夫
婦
関
係
が
夫
の
不

倫
と
は
関
係
な
く
既
に
破
綻
し
て
い

た
場
合
。
②
夫
が
結
婚
し
て
い
る
こ

と
を
隠
し
て
相
手
方
女
性
と
関
係
を

持
っ
た
場
合
で
、
相
手
方
女
性
に
過

失
が
な
い
場
合
。
③
夫
が
暴
力
や
脅

迫
を
も
っ
て
相
手
方
女
性
と
関
係
を

持
っ
た
場
合
他
が
あ
り
ま
す
。
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□

今
月
の
一
冊
□

最
近
の
出
版
書
の
中
か
ら
、
私
が

読
ん
で
み
て
、
こ
れ
は
と
思
う
一
冊

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

今
月
は
こ
の
一
冊
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

『
人
を
見
極
め
、
動
か

し
、
育
て
る
法
則
』

池
本
克
之
著

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社

大
き
な
仕
事
、
困
難
な
仕
事
に
は

「
強
い
チ
ー
ム
」
が
必
要
だ
。
す
な

わ
ち
、
一
人
一
人
が
得
意
分
野
で
能

力
を
最
大
限
に
発
揮
し
、
不
得
意
分

野
を
補
い
合
え
る
チ
ー
ム
こ
そ
が
、

最
高
の
結
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

本
書
は
、
そ
ん
な
チ
ー
ム
を
作
る
為

に
必
要
な
こ
と
を
伝
授
す
る
。
能
力

の
あ
る
人
を
見
極
め
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
高
め
て
動
か
し
、
育
て
る
に
は

何
を
成
す
べ
き
か
を
説
く
。

□
リ
ー
ダ
ー
が
最
初
に
や
る
こ
と
は
、

チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
一
人
一
人
と
面

談
し
、
そ
の
考
え
や
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

を
見
極
め
る
こ
と
で
あ
る
。

面
談
で
は
、
次
の
点
を
確
認
す
る
。

・
将
来
の
夢
や
目
標
を
聞
く
。

目
標
を
も
つ
人
は
、
学
ぼ
う
と
い

う
意
欲
が
強
く
、
自
分
か
ら
動
い

て
仕
事
を
し
て
く
れ
る
。

・
「
考
動
」
…
考
え
て
動
く
こ
と
が

で
き
る
か
ど
う
か
を
見
る
。

・
素
直
さ
、
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ

て
い
る
か
ど
う
か
を
見
る
。

※
素
直
さ
と
考
動
力
の
あ
る
人
は
組

織
の
財
産
。
ど
ん
な
環
境
で
も
き
っ

と
延
び
る
。

□
実
際
の
仕
事
の
場
面
で
は
、
正
し

く
動
け
る
タ
イ
プ
か
、
口
ば
か
り
で

動
か
な
い
タ
イ
プ
か
、
方
法
が
合
理

的
で
な
い
タ
イ
プ
か
を
見
極
め
る
。

そ
の
上
で
、
リ
ー
ダ
ー
は
各
々
の
個

性
を
伸
ば
す
よ
う
努
め
る
。

□

人
を
動
か
す
た
め
の
手
法
に
は
、

例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

・
ど
う
動
け
ば
い
い
の
か
が
端
的
に

分
か
る
「
判
断
基
準
」
を
、
シ
ン

プ
ル
な
フ
レ
ー
ズ
で
伝
え
る
。

※
「
そ
れ
は
お
客
様
の
た
め
に
な
っ

て
い
ま
す
か
？
」

・
判
断
、
行
動
の
基
準
と
な
る
キ
ー

フ
レ
ー
ズ
を
全
員
で
作
る
。

・
メ
ン
バ
ー
を
巻
き
込
む
夢
を
語
る
。

・
部
下
の
マ
イ
ナ
ス
面
を
指
摘
す
る

際
は
、
評
価
の
基
準
を
オ
ー
プ
ン

に
し
、
そ
の
指
摘
が
本
人
の
た
め

に
な
る
か
を
考
え
る
。

・
人
の
管
理
で
は
な
く
、
「
仕
組
み
」

の
管
理
を
す
る
。

□
人
を
育
て
る
に
は
、
例
え
ば
、
次

の
よ
う
な
こ
と
を
行
う
。

・
リ
ス
ク
を
伴
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
機

会
を
与
え
る
。

※
ず
ば
り
「
経
験
さ
せ
る
」
こ
と

・
学
ん
だ
こ
と
を
他
の
メ
ン
バ
ー
に

教
え
る
機
会
を
作
る
。

・
能
力
を
発
揮
で
き
な
い
人
に
、
単

に
「
頑
張
れ
」
と
い
う
の
で
は
な

く
、
仕
事
が
で
き
る
人
と
の
違
い

を
き
ち
ん
と
認
識
さ
せ
る
。

・
「
人
時
生
産
性
」
（
一
人
一
時
間

当
た
り
の
生
産
性
）
を
高
め
て
、

残
業
を
減
ら
し
、
そ
の
時
間
を
自

分
の
成
長
の
た
め
に
活
用
さ
せ
る
。

等
々
。

※
人
を
見
極
め
、
動
か
し
、
伸
ば
す

こ
と
が
リ
ー
ダ
ー
の
仕
事
だ
と
す
れ

ば
、
「
人
を
信
じ
る
力
」
こ
と
が
そ

の
ベ
ー
ス
と
な
る
よ
う
で
す
。

あ
っ
と
い
う
間
に
今
年
も
残
り
わ

ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
期
に

な
る
と
一
日
一
日
が
と
て
も
大
切
に

思
え
る
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

マ
ス
コ
ミ
で
は
連
日
、
不
景
気
不

景
気
と
騒
い
で
い
ま
す
が
、
週
末
の

量
販
店
に
行
く
と
、
大
勢
の
人
で
賑

わ
い
大
き
な
商
品
を
抱
え
た
人
々
が

行
き
か
っ
て
い
ま
す
し
、
道
路
も
混

雑
が
酷
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
い

う
時
代
こ
そ
、
自
分
の
足
と
頭
で
判

断
す
る
こ
と
が
大
切
な
よ
う
で
す
。

最
後
に
、
今
年
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
全
て
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
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